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1995）。一方，TEACCH（Treatment and Education of

















































施された新版 K 式発達検査 2001では，認知・適応領域






























た。介入 2期 1からは，A 児の好きなキャラクター仕
様で，おもちゃ 1と類似しているおもちゃ（おもちゃ 2
とする）を用いた。おもちゃ 2は，乗り物・ボール・看




カードは縦 6.5 cm×横 10 cm のサイズに，姉の顔写真は












期 1，介入 1期，介入 2期 1, BL 期 2，介入 3期，介入
2期 2からなる ABCADC デザインを用いた。
（1）BL 期 1, 2











アラーム鳴動までは BL 期と同様であったが，A 児が
おもちゃを入れる度にその場にいる Th. 全員からの称
賛（言語称賛と拍手）を行なった。

































































平均は BL 期が 199秒（BL 期 1が 185秒，BL 期 2は
233秒），介入 1期は 180秒，介入 2期は 95秒（介入 2
期 1は 77秒，介入 2期 2は 121秒），介入 3期は 194秒
であった。介入 1期までは反応潜時が不安定であるのに
対して介入 2期 1では 120秒以下で安定していた。ま
た，BL 期 2では反応潜時がやや上昇し，介入 3期から





ている。条件ごとの平均は BL 期が 225秒（BL 期 1が
157秒，BL 期 2は 395秒），介入 1期は 128秒，介入 2
期は 318秒（介入 2期 1は 178秒，介入 2期 2は 528
秒），介入 3期は 675秒であった。介入 2期 1までは
180秒前後で安定しているのに対して，BL 期 2から介
入 3期にかけて記録は急激に上昇を示した。また，セッ






ン数を示している。条件ごとの平均は BL 期が 424秒
（BL 期 1が 342秒，BL 期 2は 629秒），介入 1期は 308
秒，介入 2期は 413秒（介入 2期 1は 256秒，介入 2期
2は 650秒），介入 3期は 869秒であった。介入 1期ま
ではデータが不安定であるのに対し，介入 2期 1では
300秒以下で安定していた。そして BL 期 2と介入 3期
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